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１ 園の経営目標 
・園目標 豊かな愛情と信頼の中で、「たくましい心と丈夫な体をもつ子ども」「自分を大切にし、

友達も大切にする子ども」「最後までやりぬく子ども」を育てる。 

・子どもが安心して自分を発揮できるよう、一人一人を大切にした保育を行う。 

・保護者や地域の子育て支援の拠点園として、子どもの育ちを支え合う。 

 

２ 園の現状 

・子どもは、安心して好きな場所で好きな遊びを楽しんでいる。全園児が一緒に過ごす園庭などで

は、異年齢児との関わりが自然に見られている。 

・保育者は、子どもの主体性を大切にし、「やりたい」を実現できるように環境を工夫している。 

・職員集団が大きいため、職員間の情報共有を徹底し、共通認識の下で保育を進めていく。 

 

３ 今年度の重点的項目 
重点的に取り組んで 
いきたい事項－１ 自分も友達も大切にする気持ちを育てる 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・保育者は応答的、肯定的に関わる。 

・一人一人の気持ちの理解を深め、子どもからの発信を見逃
さず、ありのままの姿を受け入れる。 

・自分の気持ちや友達の気持ちも大切にし、大切にされてい
ると感じられるように丁寧に関わる。 

・子どもが、安心して思いを表現できる信頼関係を築く。 

・子ども同士の関わりの中で、互い
の違いに気づくようにする。 

・その子らしさを認め合えるような機会をつくる。 
・保育者は、プライベートゾーンや多様性について学ぶ。 
・保護者に情報発信をし、家庭とも大切さを共有していく。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－２ 夢中になって遊ぶ子どもを育てる 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・遊びたくなる環境を整える。 

・魅力的な素材や数などについて学び、年齢発達や興味関心
にあった玩具・材料をタイムリーに見直していく。 

・繰り返し試せるような時間と場所を保証する。 
・保育者は、美的環境という視点（片付け、扱い方）をもち

子どもたちの見本となるようにする。 

・自然物との関わりを通して、好奇
心や探求心がもてるようにする。 

・草花や虫など自然物との出会いができるような園庭づくり
に取り組む。 

・自然物に関わり、発見や不思議さ、面白さに共感する。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－３ 

体を動かすことが好きな子どもを育てる 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・体を動かしたくなる環境を整え
る。 

・保育者は、多様な動きのできる環境を学び、意識的に体を
動かせるように設定していく。 

・毎日体を動かして遊ぶように働きかけていく。 

・保育者や友達と一緒に体を動か
す。 

・子どもの動きを具体的に言葉で伝え、ほめて、認めていく。 
・保育者も一緒に体を動かし「楽しかった」気持ちに共感し、

「またやりたい」「挑戦したい」という気持ちにつなげる。 


